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【農地パトロールの様子】

　
10

年
に
わ
た
り
農
業
委

員
会
活
動
に
貢
献
さ
れ
た

岸
本
英
夫
会
長︵
花
田
地
区
︶に
、

市
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
た
空
き
家
と

セ
ッ
ト
で
農
地
を
取
得

す
る
場
合
に
限
っ
て
、

下
記
の
許
可
条
件
の

他
に
、
一
定
条
件
に
基

づ
き
、
下
限
面
積
︵
別

表
︶
要
件
を
１
ａ
ま
で

引
き
下
げ
ま
し
た
。

︻
許
可
要
件
︼
　

①
権
利
取
得
す
る
農
地
を
含
め

　
耕
作
す
る
面
積
が
下
限
面
積

　︵
空
き
家
に
付
随
す
る
農
地
の

　
場
合
、
１
ａ
以
上
︶で
あ
る
こ
と

②
所
有
し
て
い
る
農
地
又
は
借

　
り
て
い
る
農
地
の
す
べ
て
を

　
効
率
的
に
耕
作
す
る
こ
と

③
申
請
者
又
は
そ
の
世
帯
員
等
が

　
農
作
業
に
常
時
従
事
す
る
こ
と

④
申
請
農
地
の
周
辺
の
農
地
利 
 
 

　
用
に
影
響
を
与
え
な
い
こ
と

⑤
そ
の
他

︻
問
い
合
わ
せ
︼

　
※
空
き
家
バ
ン
ク
に
関
す
る
こ
と

　︿
住
宅
課
﹀

　
☎
︵
０
７
９
︶
２
２
１
ー

２
６
４
２

　
※
農
地
の
権
利
移
転
に
関
す
る
こ
と

　︿
農
業
委
員
会
事
務
局
﹀

　
☎
︵
０
７
９
︶
２
２
１
ー

２
８
２
３

令
和
３
年
秋

　

叙

勲

受

章

者

　
今
年
度
は
、
８
月
18
日
〜

20
日
に
６
班
体
制
で
、
平
成

30

年
度
〜
令
和
２
年
度
の

新

規

就

農

者

の

農

地
︵
計

1
5
1

筆
︶
を
対
象
に
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

耕
作
さ
れ
て
い
な
い
一
部
の

農
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
適
正

に
管
理
す
る
よ
う
指
導
し
ま

し
た
。

令
和
３
年
秋

　

褒

章

受

章

者

　
前
農
業
委
員
会
会
長
の
池
内

宏
行
氏
が
旭
日
単
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
池
内
氏
は
、
平
成

12

年
か
ら

令
和
２
年
ま
で
の

20

年
間
農
業

委
員
に
就
任
さ
れ
、
そ
の
間
、

会
長
と
し
て
通
算

11

年
以
上
の

永
き
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
の

適
正
な
運
営

や
活
動
の
強

化
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　
農
地
の
有
効
活
用
を
図
る
こ
と
を

通
じ
て
、
農
業
経
営
の
効
率
化
や
経
営

組
織
︵
者
︶
の
所
得
向
上
、
さ
ら
に
は

農
村
地
域
の
活
性
化
、
維
持
発
展
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
て
、

農
地
の
借
受
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

農
用
地
等
借
受
希
望
申
込
書
に
て
お

申
し
込
み
下
さ
い
。
ま
た
、
農
地
の

貸
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
機
構
へ

貸
付
希
望
農
地
の
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
貸
出
希
望
農
地
を
基
に
、
借
受
希

望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ︵
調
整
︶
を
行
い
、

マ
ッ
チ
ン
グ
が
整
え
ば
権
利
設
定
の

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
姫
路
農
地
管
理
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

山
口
幹
男
氏
が
黄
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　
山
口
氏
は
、
平
成
13
年
に
農
業

経
営
士
に
認
定
さ
れ
、
兵
庫
県

農
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
農
業
の
リ
ー

ダ
と
し
て
、
姫
路
市
の
農
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
、
次
代
を
担
う

農
業
者
育
成

に
も
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

農地を農地として貸借・売買される場合

【別表】

市街化区域

家島町

　空き家に
附属する

農地（全区域）
左記以外

30 ａ10 ａ １ａ

新

永 年 勤 続 表 彰



−３−

第111号 ひめじ農業委員会だより 令和４年２月

【種まきの様子】

【ペットボトルから大根を抜く園児たち】

【大きな大根が獲れて大喜びの園児たち】

【太市西部土地改良事業の計画平面図】

　
中
南
部
地
区
に
位
置
す
る
糸
引
幼
稚
園
の

年
長

36

名
の
園
児
が
、
大
根
栽
培
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
糸
引
幼
稚
園
で
は
、
毎
年
、

園
児
た
ち
に
野
菜
を
育
て
る
こ
と
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
ラ
デ
ィ
ッ

シ
ュ
、
な
す
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

野
菜
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
９
月
中
旬
に
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
大
根
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
使
用
す
る
と
、
大
根
が
大
き

く
な
っ
た
と
き
に
、
土
の
部
分
が
少
な
く
、

雑
草
が
生
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
種
ま
き

の
あ
と
の
世
話
も
、
園
児
た
ち
の
仕
事
で
す
。

無
農
薬
で
育
て
る
た
め
虫
が
つ
き
や
す
く
、

つ
い
た
虫
を
駆
除
す
る
こ
と
や
、
水
や
り
の

大
切
さ
な
ど
を
伝
え
な
が
ら
、
先
生
方
や

園
児
た
ち
と
一
緒
に
大
根
の
成
長
を
見
守

り
ま
し
た
。

　
12

月
に
な
り
、
い
よ
い
よ
収
穫
の
日
を

迎
え
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
心
待
ち
に

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら

は
み
出
し
て
長

く
育
っ
た
大
根

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
い
っ
ぱ
い
に

太
く
育
っ
た
大

根
に
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
、
み

ん
な
で
協
力
し

て
大
根
を
抜
き

ま
し
た
。

﹁
お
も
た
か
っ
た
﹂
、

﹁
お
い
し
そ
う
な
大

根
が
と
れ
た
﹂
な

ど
、
お
お
は
し
ゃ

ぎ
で
し
た
。
園
長

先
生
は
、
﹁
み
ん

な
で
大
切
に
育
て

ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
大
根
栽

培
を
通
し
て
、
土

の
感
触
、
葉
の
に
お
い
、
大
根
の
感
触
な
ど
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験

と
な
り
、
野
菜
へ
の
興
味
、
関
心
が
高
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

体
験
が
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
き
た
い
で

す
﹂
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
大
根
は
、
子
ど
も
た
ち
が
家
に

持
ち
帰
り
、
家
庭
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
感
想
を
通
じ
て
、
野
菜

作
り
の
楽
し

さ
や
大
変
さ
、

食
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、

話
し
合
う
き
っ

か
け
に
な
っ

た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

︵
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　
松
田
　
勲
︶

　
太
市
西
部
地
区
は
、
姫
路
市
西
部
に

位
置
し
、
太
子
町
に
隣
接
し
た
平
地
的

農
村
地
域
で
す
。
当
地
域
は
、
ほ
と
ん

ど
の
農
地
が
小
区
画
の
不
整
形
地
、
道

路
幅
員
は
狭
小
、
水
路
は
石
積
み
水
路

及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
水
路
の
用
排
兼

用
で
あ
り
、
大
型
機
械
の
導
入
も
困
難

な
状
況
で
す
。
ま
た
、
農
業
者
の
高
齢
化
、

農
業
後
継
者
の
不
足
等
に
よ
り
、
農
地

利
用
の
低
下
と
農
地
の
遊
休
化
が
進
行

し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
将
来
を
見
据
え
、
農
地
を

維
持
し
地
域
の
農
業
を
守
っ
て
い
く
に
は
、

農
地
の
集
団
化
や
農
業
の
担
い
手
を

確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

平
成

30

年
に
﹁
農
地
中
間
管
理
機
構
関

連
農
地
整
備
事
業
﹂
に
踏
み
切
り
、
丸
山

地
区
と
西
脇
地
区
を
中
心
と
す
る
約

33
  
の
農
地
を
対
象
に
圃
場
整
備
を
行
う

べ
く
、
翌
年
２
月
に
太
市
西
部
土
地
改
良

区
設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
設
立
後
は
、

住
民
説
明
や
換
地
な
ど
の
手
続
き
、
道
路

排
水
の
管
理
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
丸
山
集

落
営
農
組
合
と
西
脇
集
落
営
農
組
合
を
法
人

化
し
て
生
産
基
盤
を
確
保
し
、
担
い
手
の

育
成
や
高
収
益
作
物
の
生
産
拡
大
・
品
質

向
上
等
に
取
り
組
む
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
太
市
西
部
土
地
改
良
区
の
玉
田
敏
春
理

事
長
は
、
﹁
農
作
業
時
間
の
省
力
化
の
た

め
に
大
型
機
械
を
導
入
す
る
と
い
っ
た
資

金
面
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
農
業

の
継
続
的
な
経
営
安
定
化
を
目
標
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
﹂
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

︵
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

篠
本
　
忠
美
︶

ほ　

じ
ょ
う

凡例

水田

畑

非農用地

暗渠排水

支線用水路

支線排水路

管理溝畦

支線農道

揚水機P
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︻
編
集
委
員
︼

会　
　

長　
　

岸
本　

英
夫

会
長
職
代　
　

青
田　

誠

委　
　

員　
　

田
靡　

仁
志     

委　
　

員　
　

橋
本　

静
枝

委　
　

員　
　

宮
下　

裕
光     

委　
　

員　
　
　
　
　

宏
章

梨

木

　

壮
さ
ん

　
姫
路
市
の
東
部
に
位
置
す
る
飾
東

町
八
重
畑
で
、
梨
木
さ
ん
は
、
葉
ネ
ギ
、

白
菜
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
中
部
地
方
で
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
農
業
に

興
味
が
あ
っ
た
梨
木
さ
ん
は
、
奥
様
の

実
家
が
あ
る
姫
路
市
に
移
住
し
、
企

業
の
農
業
参
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
て
出
荷
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し

な
が
ら
、
独
学
で
農
業
を
学
び
ま
し
た
。

　
主
力
と
な
る
葉
ネ
ギ
は
20
ａ
の
露

地
で
栽
培
。
昨
年
は
、
長
雨
の
影
響

に
よ
る
生
育
不
良
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
出
荷
量
減
や
鳥
獣
対
策
に
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
。
天
候
や
土
壌
環
境
に
よ
り

出
荷
時
期
も
異
な
り
ま
す
が
、
安
定

し
た
周
年
生
産
及
び
出
荷
が
で
き
る

体
系
を
確
立
す
る
た
め
に
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
す
日
々
で
す
。﹁
出
荷
し
た
い

タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
収
穫
が
調

整
で
き
た
と
き
は
、
す
ご
く
嬉
し
い

で
す
。
そ
れ
が
収
益
に
も
つ
な
が
り
、

や
り
が
い
に
な
っ
て
い
ま
す
﹂
と
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
、
姫
路
ネ
ギ
︵
白
ネ
ギ
︶

の
栽
培
も
試
験
的
に
始
め
ま
し
た
。

令
和
３
年
11
月
30
日
に
認
定
農
業
者

と
な
り
、
作
付
面
積
も
徐
々
に
増
や

し
て
い
く
予
定
で
す
。
﹁
今
後
の
目

標
は
、
雇
用
が
で
き
る
よ
う
規
模
を

拡
大
し
、
後
継
者
も
育
て
て
い
き
た
い

で
す
ね
﹂
と

意
欲
を
語
っ

て
お
ら
れ
ま

し
た
。

認
定
農
業
者
紹
介

な
し
　

き
　
　
　
　
　
そ
う

独
学
で
、
日
々
勉
強

（46）
【葉ネギに囲まれた梨木さん】

【試験栽培の姫路ネギ

 （白ネギ）】

　
農
業
者
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
毎
年
５
月
下
旬
に
独
立
行
政

法
人
農
業
者
年
金
基
金
よ
り
現
況
届

が
届
き
ま
す
の
で
、
６
月
末
ま
で
に

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
12
月
19 
日
、
姫
路
市
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
に
て
、
ひ
め
じ
地
産

地
消
フ
ェ
ア
が
日
曜
朝
市
と
同
時

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
た
市
内
の
農
水

産
業
者
及
び
加
工
業
者
の
販
売

支
援
と
し
て
、
農
水
産
物
等
の

販
売
と
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
を
創
出
す

る
目
的
で
行
わ
れ
、
各
コ
ー
ナ
ー
は

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
農
地
の
売
買
・
貸
借
、
相
続

税
等
納
税
猶
予
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
務
手
続
き
な
ど
の

ご
相
談
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

︻
日
時
︼
原
則
、
第
１
水
曜
日

　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時

︻
場
所
︼
農
業
委
員
会
室

　
　
　
︵
姫
路
市
役
所 

本
館
９
階
︶

︻
問
い
合
わ
せ
︼

　
　
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　

　
☎
︵
０
７
９
︶２
２
１-

２
８
２
３

　
市
街
化
区
域
以
外
の
農
地
で
は
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に

基
づ
く
利
用
権
設
定
の
手
続
き
を

活
用
で
き
ま
す
。

　
利
用
権
設
定
に
よ
る
貸
借
は

契
約
期
間
が
満
了
す
れ
ば
、
貸
主

に
自
動
的
に
農
地
が
返
っ
て
く

る
た
め
、
土
地
所
有
者
が
安
心

し
て
農
地
を
貸
せ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

︻
対
象
︼

　
市
街
化
区
域
以
外
の
農
地

︻
期
間
︼

　
原
則
３ă

６ă

10
年
の
い
ず
れ
か

︻
公
告
時
期
︼
　
年
２
回

　
５
月
13
日

　(

３
月
10
日
ま
で
の
申
込
分)

　
11
月
15
日

　(

９
月
９
日
ま
で
の
申
込
分)

︻
問
い
合
わ
せ
︼
　

　
農
政
総
務
課

　
☎
︵
０
７
９
︶２
２
１-

２
４
７
５

　
令
和
３
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

に
締
結
︵
公
告
︶
さ
れ
た
賃
貸
借

に
お
け
る
賃
借
料
水
準
︵
10

ａ

当
た
り
︶
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
相
続
等
で
農
地
の
権
利
を
取
得

し
た
場
合
は
、
法
務
局
で
の
所
有

権
移
転
登
記
完
了
後
、
農
地
の

所
在
す
る
市
町
村
の
農
業
委
員

会
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
賃
借
権
が
設
定
さ
れ

た
農
地
の
耕
作
者
が
死
亡
し
た

場
合
、
耕
作
権
は
相
続
人
に
継
承

さ
れ
ま
す
。

水

水

金

水

水

水

水

曜日

1. データ数は、集計に用いた筆数です。

2. 標準的な水準を算出するため、区分毎に、全賃借料データの

　平均値±（平均値×70％）を超えるものを除いています。

3. 金額は、算出結果を四捨五入し、100 円単位としています。

4. 畑は、データ数不足のため算出していません。

5. ３条許可及び利用集積計画の賃借料を対象としています。

締結（公告）
された地域名 平均額地目

田

田

最高額 最低額
データ

数
参　考

(使用貸借)

420

−

40

−

3,000円

−

6,700円

−

15,500円

−市街化区域

市街化調整
区域

都市計画
区域外
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